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神戸市北区丹生山明要寺跡 ･神戸市中央区滝山城祉遺柵の

分布調査

分布調査

昨年度の住吉川流域における水車小屋の分布謝

査に引き続き､地域連携センターでは本年i)神戸

市教育委員会文化財課の調頚部菜に協力した.当

該事業の経純に関しては昨年度報告磐を参照いた

だきたい｡

昨年度同様､地域連携センターでは,研究員や

i,Ii一門的知瓢をもつ院生を御査補助員 (アルバイ

ト)として派iBLした.担当者は浅利文-7:･兄玉州

平 ･雀前郷 .村山敏男 ･山本隠一郎 (以上､神戸

大学大学院文学研究科) ･近藤浩二 (尼崎市立地

域研先史料館嘱托) .山田徹 (京都大学文学研究

料) ･河野未央 (神戸大学大学院文化学研究科)

の八銘である｡本年度は神戸市北区丹生山明要寺

跡と神戸rtlrP火区梅山城跡の退fJrEについて､分布

調査を行った｡なお当初は神戸桁北区淡河城の付

城についても調査を予定していたが､日程的な関

越もあってこちらについては実施できなかった.

(2)神戸市北区丹生明要寺跡

]丹生LLJ明蟹寺について

北区山田田Jの北側に位置'tする丹生山 (標高51LI

8m)は､隣国播磨国の淡河の地に通じる交通の

要所である.かつてその山頂には明嬰寺があっ

た｡明繋寺は欽明天皇の時代に百済から渡来した

百済聖明王の王子､轟男行者別姓と伝えられる｡

平安時代末期には､平梢JIs堤が福尻乙に遷都するにあ

たり､当地を京都の比叡山になぞらえて当寺を&J

興､lJ大な伽藍を組立すると同時に日吉山王権現

を紀ったといわれでいる.戦国時代には大幡に改

変されて山城として利用されたと考えられてい

った丹生神社のみが残る｡

明要寺に関して伝える文献史料は少なく､文亀

年間 (一五〇一～〇四)に劉作されたと考えられ
る r紙本宅色丹生山明要寺参詣壁茶托図｣ (丹生

神什所蔵､以下 ｢参詣星茶羅図｣)がほぼ唯一そ

の詳細をうかがえる史料である｡この ｢参詣隻茶

擢 図｣では､明斐なは多(の寺坊が軒を連ねる大



規模な山岳寺院であったことがうかがえる｡しか

し､考古学的な調査は殆ど行われておらず､丹生

神社のある山頂付近以外は､その実態 (特に寺坊

の実際の位置関係等)は必ずしも明らかになって

いるとはいえない｡

文化財保護の観点からすれば､少なくとも寺域

の確定は不可欠である｡今回の調査ではこのよう

な現状をふまえ､さしあたって寺域のおおよその

範囲を地図上で示すことができるよう､かつて建

造物があったと考えられる ｢平場｣を中心に調査

を実施した｡

ii調査の概要

現地での調査は平成一七年二月二三 ･二四 ･二

八日､三月一 ･二 ･七 ･一〇･一一日の計八日間
にわたって実施した｡ (三月四日も調査予定日で

あったが､当日は天候不良のため市教委-提出す

る調査報告書の中間的なまとめを行なった)

今回は､①丹生神社のある山頂､②山頂付近の

小屋 (防火用水池?)の周辺､③脇参道 ･本参道

沿いにある平場を中心に調査を進めた｡その結

果､当初予想していたよりも多くの平場を発見す

ることができた｡特に②の地点において石段を発

見できたことは大きな成果であろう｡この石段

は､ ｢参詣蔓茶羅図｣の中央部に描かれた石段で

あると考えられる｡これにより､石段の両脇に描

かれている ｢僧坊｣ ･ ｢大目堂｣ ･ ｢不動堂｣に

ついても推測ながら現地比定を行なうことができ

た｡

また､G)･②でこれまで確認されていなかった

数多くの石垣を発見することができたほか､③で

は塑壕らしき跡や､門が設けられていたと考えら

れる場所も確認された｡また､今回①～③で確認
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した平場下の斜面等から､土師器 ･瓦の欠片等の

遺物が多数発見された｡それらはほぼ全て地表も

しくは地表付近で確認されたものである｡なお､

発見した遣物については一部採取した｡

三月一六日･二二日の二日間で神戸市教育委員

会-提出する調査報告書をまとめた｡それぞれの

平場で記録した調査票の図面を整理 し､清書し

た｡また今回の調査で確認できた平場を地図上に

落としたほか､各平場で撮影 した写真を整理 し

た｡

(3)神戸市中央区滝山城跡

1滝山城について

滝山城跡は通称城山 (標高232m)と呼ばれる

急峻な山の二つの尾根上にある｡東は生田川の布

引谷､西は北野谷という深い谷にはさまれ､頂上

からは大阪湾を一望できる｡滝川城はこのような

地の利を活かしたまさに自然の要害であったとい

える｡

滝山城については築城年代 ･築城者とも不明で

ある｡ しかし史料上の所見は元弘三年 (一三三

≡)まで遡り､少なくとも鎌倉時代末には存在し

ていたものと考えられる｡南北朝の動乱期以降に

なると滝山城は激しい戦火の舞台となった｡城主

も赤松氏から松永久秀､篠原長房と次々に交代し

ている｡永禄一一年 (一五六八)に篠原長房は織

田信長に攻められ､滝山城から逃亡､滝山城は摂

津守護となった荒木村重の領有するところとなっ

た｡しかし天正七年 (一五七九)一一月､再び信

長に落とされ､滝山城は以降廃城となった｡

なお､滝山城については､一九八二年に兵庫県

教育委員会によって報告がまとめられており､発

掘調査も数箇所行なわれている｡今回の調査はそ

のような報告をもとに平場-箇所ずつの広さなど

をさらに詳しく調べるとともに､遺構の現状 (残

存状況等)を確認した｡

ii調査の概要

現地での調査は､平成十七年三月十四 ･十五日

の二日間で実施した｡

一目目は､城山の麓から頂上まで､登山道に沿

って歩き､平場を確認しながら､それらの広さや

場所などを記録した｡結果､計二四の平場を調査

することができた｡頂上入り口付近辺りから頂上

までの道沿いに､石垣の残りを伴う比較的大きな



平場を数多く確認したほか､本丸にあたるrfi上へ

の入 り口付近で土塁と堀切を確認 した｡二日目

は､TfL上付近の平場などを含めて新たに計二十の

平場を記録した｡なお､頂上付近にある平場にお

いてが時期は不明であるが､瓦を一点採取した｡

さらに三月一六日･二二日の二日間で神戸市教

育委員会-授出する調査報告書をまとめたOそれ

ぞれの平場で記録した調査票の図面を整理し､消

Titした｡また今回の調教で確証できた平場を地図

上に落としたほか､各平場で撮影した写真を整y_

した｡

今回は､計測も含め､平場-箇所ごとにより詳

細に調査することができた.その結果､石垣を伴

う平場を確認するなど､当時の山城の機能を考え

る上で重要な逝横を把握できた｡

(4)おわりに

明姿寺跡迫構 ･滝山城跡i割符とも､今回の調兼

の成果は本年度の神戸市埋蔵文化財分祈l図 (神戸

市教育委員会文化財況作成)に反映される予定で

ある｡今回の網丑で新たに発見した事実は多い｡

今回の調査を契機として今後本格的な発掘御査が

実施され､両避偶に関する学術研究が進展するこ

とを期待するとともに､両道梢の保存 ･保護に寄

Iiすることを願う｡
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